
こ
の
度
の
改
修
事
業
で
は
、
氏
子

崇
敬
者
様
に
は
多
大
な
る
ご
奉
賛
と

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
奉
賛
者
は
千
百

十
三
人
に
及
び
、
本
殿
屋
根
銅
板
は

二
千
五
百
八
十
六
枚
の
ご
奉
納
を
賜

り
ま
し
た
。
工
期
中
の
二
年
間
は
試

行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
が
、
多
く
の

皆
様
に
お
支
え
い
た
だ
き
、
無
事
竣

功
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

思
え
ば
二
年
前
、
昭
和
初
期
に
建

て
ら
れ
た
貴
重
な
お
社
を
後
世
に
残

そ
う
と
始
め
ら
れ
た
本
事
業
で
す
が
、

そ
の
後
予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
が
起
こ

り
、
世
の
中
の
在
り
方
も
変
わ
り
ま

し
た
。
祭
の
神
賑
行
事
は
全
て
中
止
、

本
事
業
の
重
儀
で
あ
る
二
回
の
遷
座

祭
も
参
列
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
、

氏
子
様
の
集
う
機
会
が
少
な
く
な
り

大
変
残
念
で
し
た
。

そ
ん
な
状
況
で
も
日
々
お
詣
り
さ

れ
る
氏
子
様
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

多
く
の
皆
様
が
ご
神
前
で
は
清
々
し

く
晴
れ
や
か
な
お
心
に
な
ら
れ
て
い

る
ご
様
子
で
し
た
。
私
た
ち
日
本
人

は
今
も
昔
も
氏
神
様
を
拠
り
所
と
し
、

ど
ん
な
時
も
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

氏
神
様
と
共
に
在
る
の
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
改
修
さ
れ
た
お
社
に
無

事
鎮
ま
り
ま
し
た
氏
神
様
を
お
守
り

し
、
皆
様
に
心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て

い
つ
ま
で
も
お
心
寄
せ
い
た
だ
け
る

よ
う
神
明
奉
仕
に
努
め
ま
す
。

令
和
の
大
改
修
は
氏
子
様
と
神
様

の
ご
縁
を
つ
な
ぎ
、
皆
様
の
心
の
輪

を
つ
な
ぎ
、
後
世
に
思
い
を
つ
な
ぐ

素
晴
ら
し
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

感
謝
と
共
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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旭
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大

宮

三
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ー

三
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令和四年二月竣功

～人
の々心
の輪
を
つなぎ
、後
世
に思
いを
つなげ
た大事業～

老
朽
化
し
て
い
た
末
社
若
宮
社
も
改

修
し
ま
し
た
。

本
殿
は
昭
和
五
十
年
代
に
一度
塗
り

直
し
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
詳

細
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
の
改
修
で
は
建
築
当

時
の
貴
重
な
カ
ラ
ー
写
真
を
分
析
調

査
し
、
当
時
の
色
や
模
様
に
近
い
も

の
を
細
や
か
に

再
現
し
ま
し
た
。

建
築
当
時
を
思

わ
せ
る
鮮
や
か

な
朱
色
の
お
社

に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

（

右

）

細

や

か

な

模

様

の

彩

色

作

業

の

様

子

（

左

）

公

園

側

か

ら

見

た

本

殿

の

大

屋

根

こ
の
た
び
の
改
修
事
業
に
伴
い
、
神
社
に

伝
わ
る
宝
物
の
修
復
も
行
い
ま
し
た
。

○○○○
境境境境
内内内内
古古古古
図図図図

非
公
開

江
戸
時
代
制
作
で
、
秀
吉
時
代
の
当
社
を

描
い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○○○○
絵絵絵絵
馬馬馬馬
二二二二
点点点点

拝
殿
に
て
展
示

「
明明明明
治治治治
天天天天
皇皇皇皇
行行行行
幸幸幸幸
図図図図
」」」」

「「「「
仁仁仁仁
田田田田
忠忠忠忠
常常常常
猪猪猪猪
退退退退
治治治治
図図図図
」」」」

当
社
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
絵
馬
九
点
の
う

ち
の
二
点
を
今
回
修
復
し
ま
し
た
。
当
時

の
奉
賛
者
の
名
前
が
数
名
記
名
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
令
和
元
年

十
一月
二
十
八
日

高
良
社
御
霊
遷
座
祭

●
令
和
二
年

一
月
一
日

令
和
の
大
改
修
奉
賛
活
動
開
始

二
月
五
日

拝
殿
工
事
安
全
祈
願
祭

二
月
よ
り

拝
殿
工
事
開
始

二
月
九
日

高
良
社
仮
殿
遷
座
祭

九
月

拝
殿
竣
功

九
月
十
六
日

高
良
社
正
遷
座
祭

十
月
二
十
六
日

本
殿
工
事
安
全
祈
願
祭

十
一月
四
日

仮
殿
遷
座
祭

十
一月
よ
り

本
殿
工
事
開
始

●
令
和
三
年

二
月
七
日

若
宮
社
仮
殿
遷
座
祭

六
月
十
七
日

若
宮
社
正
遷
座
祭

●
令
和
四
年

二
月
十
七
日

本
殿
遷
座
祭

二
月
二
十
四
日

本
殿
遷
座
奉
祝
祭

二
月
二
十
六
日
〜
三
月
十
三
日

奉
祝
期
間

奉
賛
者
の
正
式
参
拝
を
受
付
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四四四四
年年年年

工
事

・
ご
祭
儀
記
録

二二二二

月月月月

十十十十

七七七七

日日日日

本本本本

殿殿殿殿

遷遷遷遷

座座座座

祭祭祭祭

二二二二

十十十十

四四四四

日日日日

本本本本

殿殿殿殿

遷遷遷遷

座座座座

奉奉奉奉

祝祝祝祝

祭祭祭祭

二二二二

月月月月

二二二二

十十十十

六六六六

日日日日

～～～～

三三三三

月月月月

十十十十

三三三三

日日日日

奉奉奉奉

祝祝祝祝

期期期期

間間間間

のののの

正正正正

式式式式

参参参参

拝拝拝拝

奉

賛

者

の

特

別

芳

名

簿

は

本

殿

の

ご

神

座

近

く

に

永

年

奉

納

さ

れ

ま

す



令
和
の
大
改
修
は
こ
の
お
祭
り
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
豊
国
大
明

神
像
は
約
九
十
年
ぶ
り
に
お
出
ま
し

に
な
り
、
遷
座
後
に
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。
現
在
神
様
は
新
し
い
ご
神

体
に
お
遷
り
い
た
だ
き
、
お
祀
り
し

て
い
ま
す
。

初
詣
で
は
特
別
受
付
所
を
設
け
、
多

く
の
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。
二
年

間
で
ご
奉
賛
者
は
千
百
十
三
人
、
本

殿
屋
根
銅
板
は
二
千
五
百
八
十
六
枚

ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

拝
殿
は
床
板
、

濡
れ
縁
、
勾

欄
を
取
り
外

し
修
理
し
て

洗
い
を
か
け

ま
し
た
。
本

殿
側
に
神
具

庫
を
増
築
。

拝
殿
床
面
積

を
増
床
。
建

築
当
時
に
描

か
れ
た
壁
面

絵
画
を
修
復

し
ま
し
た
。

左

上

は

松

鶴

図

下

は

牡

丹

孔

雀

図

高
良
社
は
古
く
か
ら
当
社
に
お
祀
り

さ
れ
て
い
る
末
社
で
秀
吉
像
が
発
見

さ
れ
た
お
社
で
す
。
当
社
は
大
阪
城

の
鬼
門
に
あ

た
り
、
秀
吉
・

徳
川
時
代
に

は
大
阪
城
の

鬼
門
守
護
神

と
し
て
篤
く

崇
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

今
の
お
社
は

本
殿
と
同
じ

く
昭
和
十

一
年
建
築
。

銅
板
屋
根

葺
き
替
え

と
洗
い
を

か
け
ま
し

た
。

大
阪
市
文
化
財
保
護
課
の
調
査
に
よ

り
、
当
社
の
秀
吉
像
が
歴
史
的
に
貴

重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

社
務
所
に
て
記
者
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
テ
レ
ビ
・新
聞
な
ど
で
報

道
発
表
さ
れ
、
全
国
で
最
大
の
秀
吉

像
と
し
て
、
大
き
な
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
翌
年
三
月
に
は
大
阪
市
の
指
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十

一

月

二

十

八

日

高

良

社

御

霊

遷

座

祭

お

み

た

ま

一

月

一

日

奉

賛

活

動

開

始

二

月

五

日

拝

殿

工

事

安

全

祈

願

祭

拝

殿

工

事

開

始

二

月

九

日

高

良

社

仮

殿

遷

座

祭

高

良

社

工

事

開

始

五

月

二

十

一

日

豊

臣

秀

吉

像

発

見

の

報

道

発

表

定
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。
お

像
は
傷
み
が
激
し
い
た
め
、
現
在
は

修
理
補
修
中
で
す
。

遷
座
と
は
神
様

を
お
遷
し
す
る

お
祭
で
、
当
社

で
は
昭
和
十
一

年
本
殿
建
築
以

来
の
斎
行
に
な

り
ま
し
た
。
神

職
、
楽
人
、
役

員
総
代
の
十
九

名
で
ご
奉
仕
し
、

拝
殿
に
設
え
た

仮
殿
に
無
事
お

遷
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た

め
参
列
規

模
を
大
幅

に
縮
小
し

て
執
り
行

わ
れ
ま
し

た
。

二
月
よ
り
本
殿
の
本
格
的
な
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
本
殿
全
体
に
覆
い

を
か
け
足
場
を
組
み
ま
し
た
。
老
朽

化
し
た
木
部
の
補
修
工
事
を
進
め
、

四
月
か
ら
は
屋
根
の
銅
板
葺
き
が
始

ま
り
ま
し
た
。
皆
様
が
願
い
を
こ
め

た
二
千
五
百
余
枚
の
銅
板
は
神
様
を

お
守
り
す
る
お
屋
根
と
な
り
ま
し
た
。
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月

四
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